
大
隈
邸
時
代
の
山
本
宣
治

ネ
岐
催
"

共
戴
鐵
代

,
轟
゛
凱
件

孟
ン
宇
、
乳
典

満
十
六
歳
の
山
盲
は
牧
野
虎
次
牧
師
そ
の
他
の
人

か
ら
の
紹
介
状
を
胸
に
し
て
一
九
0
六
年
一
月
九
日

園
芸
家
を
志
し
て
上
京
し
た
。
当
時
敬
虔
な
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
っ
九
山
宣
の
日
記
に
は
毎
日
聖
書
の
一

句
が
記
さ
れ
て
い
た
。
京
都
時
代
・
神
戸
時
代
に
組

合
教
会
で
育
っ
た
山
宣
は
上
京
直
後
の
日
曜
一
月
十

四
日
に
は
霊
南
坂
教
会
の
礼
拝
に
参
加
し
て
い
る
。

一
月
十
四
日
(
日
曜
)

神
を
己
が
力
と
な
さ
ぬ
人
を
見
よ
(
詩
吾
一
・
七
)

今
日
は
乃
木
将
軍
凱
旋
の
日
な
り
・
・
・
・
・
途
上
近
衛

兵
の
多
く
整
列
せ
る
を
見
る
霊
南
坂
教
会
に
到
る

僻
"
青
冨

シ
ョ
ッ

ー
.
'
、
主
、

'
 
h
 
'
◆
.
劃
.

.

、

.
゛

木
敏
二

佐

々

九
時
半
頃
な
り
松
野
(
菊
太
郎
)
氏
の
袈
講
義
を

し
ぱ
ら
く
聞
き
し
後
、
礼
拝
始
ま
れ
り
、
・
・
・
・
・
小
崎

(
弘
道
)
牧
師
の
説
教
犠
牲
」
・
・
・
・
・
・
説
教
終
り
て

後
、
洗
礼
及
入
会
式
あ
り
、
次
に
聖
餐
式
あ
り
て
余

も
加
は
る
を
得
た
り
、
:
:
・
・
」

一
月
十
七
日
に
大
隈
重
信
邸
に
園
芸
見
習
と
し
て

入
る
こ
と
に
決
定
し
、
十
九
日
よ
り
大
隈
邸
に
住
み

込
む
こ
と
と
な
る
。
二
十
一
日
の
母
宛
の
古
簡
に
は

当
時
の
籍
郊
詳
し
く
"
か
れ
て
い
る

「
京
都
市
新
京
極
錦
上
ル

山
本
宣
治

拝
啓
お
か
げ
を
以
て
一
咋
十
九
日
よ
り
当
家
の
御

厄
介
に
相
成
事
に
候
。
・
・
・
・
・
・
扱
小
生
現
今
の
生
活
は

殆
ん
ど
只
今
に
於
て
の
理
想
的
生
活
と
申
す
べ
く
、

亦
身
体
も
最
健
康
に
蓉
し
居
候
へ
ぱ
御
安
心
被
下

度
次
に
只
今
の
生
活
状
態
を
申
上
べ
く
候
。
先
づ

小
生
の
居
室
と
い
へ
ぱ
玄
関
の
傍
な
る
清
潔
な
る
明

る
き
室
に
て
六
畳
敷
、
夜
電
気
灯
舷
ゆ
く
、
此
室
は

小
生
と
同
年
の
独
逸
語
学
生
と
小
生
と
の
二
人
に
て

朝
は
六
時
半
に
起
床
・
・
・
・
・
・
顔
洗

占
領
仕
居
候

ひ
て
後
温
室
へ
温
度
を
検
べ
に
行
く
・
・
・
・
・
・
そ
れ
を
見

て
帳
面
に
つ
け
戻
り
、
飯
を
食
ふ
、
食
復
片
隅
に

蝿
入
ら
ず
あ
り
其
中
に
茶
碗
及
び
お
か
ず
入
り
あ

り
各
々
勝
手
に
出
し
て
食
ひ
叉
片
付
け
て
お
く
の
に

て
、
朝
は
味
憎
汁
、
昼
は
饗
、
夜
は
豆
腐
に
魚
の

煮
た
の
位
・
・
・
・
・
勿
論
三
度
共
あ
つ
御
飯
に
候
。
飯
終

り
て
休
憩
後
、
服
を
改
め
花
園
に
出
で
温
室
へ
行
き

よ
し
ず
を
繰
」
き
上
げ
た
り
し
て
る
内
、
園
丁
続
々
出

勤
し
来
り
候
、
園
丁
は
総
計
十
七
、
八
人
御
座
候

昨
今
は
跳
菜
・
菊
・
果
樹
の
仕
劣
ん
ど
こ

0

れ
な
く
温
室
の
用
ぱ
か
り
に
て
・
・
・
・
・
・
蘭
を
植
附
る
裏

に
手
伝
居
候
。
皆
温
室
の
什
*
に
て
寒
さ
知
ら
ず
に

タ
方
は
早
く
園
丁
共
も
退
園
し
、
小
生
等

0

候も
四
時
¥
頃
に
身
を
し
ま
い
そ
れ
よ
り
入
浴
に
参
る

明
治
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日

東
京
牛
込
早
稲
田
大
隈
伯
邸
内

ワ
ン

向軸^壷賓蒔
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就一焦

TH写gruDYO,S^IAI.恰M
富'^^宝●*

.

56

曼.ー^.'^

^^"、、^

^"^'^

^^^

^^^^

^.ー^^

^●^冊一"
^^^^

.^^^^

'"^^^

仰
「1コ

ー^^^

、、^ M卓桐●



入
浴
は
て
て
夕
飯
を
喫
し
た
る
後
は

の
に
候

玄
関
へ
行
っ
て
新
聞
(
何
新
聞
に
て
も
あ
り
)
左
借

り
来
磊
ま
う
共
机
に
も
た
れ
て
読
書
し
や
う
共

自
由
に
候
。
こ
の
暇
を
利
用
し
て
誇
夜
学
に
行
く

べ
し
と
伯
爵
の
仰
せ
こ
れ
あ
り
・
・
・
・
・
・
或
は
神
田
錦
問

の
正
則
英
語
学
校
に
打
か
・
も
知
れ
ず
候
、
ど
ぅ
や
ら

此
通
学
は
当
家
よ
り
+
X
弁
し
て
呉
る
ら
し
き
U
ぷ
り

に
御
座
候
夜
九
時
提
灯
を
持
て
県
の
温
度
を
し

ら
べ
に
参
り
候
。
・
・
・
・
・
・
夜
十
時
に
就
眠
・
・
・
毎
日
の

生
活
は
以
上
の
如
く
非
常
に
結
構
す
ぎ
る
位
に
候

前
に
も
当
家
の
世
話
に
な
り
し
園
蕊
尓
に
て
当

家
よ
り
紹
介
状
を
貰
ひ
て
渡
米
せ
し
人
あ
り
候
由
に

て
、
伯
爵
も
他
日
渡
米
の
時
は
便
宜
与
ふ
べ
し
と
卵

さ
れ
候
。
・
・
・
・
・
・
尚
小
生
摂
生
に
念
致
居
候
へ
ぱ
母

上
御
木
心
被
下
度
嘆
。
・
・
・
・
・
牧
野
先
"
に
は
才
取
敢

礼
状
差
上
候
へ
共
若
し
御
会
ひ
に
相
成
候
は
ば
小

生
の
近
況
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
・
・
・
・
・
・
。
」

こ
の
手
紙
の
通
り
二
月
一
日
か
ら
山
宣
は
正
則
英

語
学
校
に
通
い
は
じ
め
た
。
一
誇
の
た
め
神
戸
中
学

を
三
年
生
の
時
に
中
退
し
た
山
宣
に
と
っ
て
は
、
渡

米
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
六
め
に
も
英
語
の
勉
強
轟

け
る
こ
と
は
必
琴
あ
っ
九
。
山
宣
は
毎
晩
疲
れ
六

体
で
神
田
ま
で
通
学
し
九
。

山
宣
は
こ
れ
よ
り
二
年
前
の
一
九
0
四
年
(
明
治

三
七
年
)
に
東
京
興
農
園
と
い
う
種
苗
商
に
住
込
み

奉
公
を
し
九
こ
と
が
あ
る
そ
の
年
の
六
月
二
十
七

日
の
手
紙
で
は
「
興
農
園
が
品
質
精
良
廉
価
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
的
〕
星
を
し
て
居
る
な
ら
兎
に
角
、
笑
際
は

品
質
粗
悪
価
廉
な
ら
ず
、
嫁
は
治
ま
ら
ず
、
営
業
は

只
吾
穫
を
肥
や
す
ぱ
か
り
な
る
俗
人
的
否
な
悪
魔

的
の
商
業
」
と
母
に
記
し
て
い
る
程
で
、
そ
こ
で
の

為
条
件
は
ひ
ど
く
悪
か
っ
た
。
そ
こ
で
の
生
活
は
、

山
冑
一
に
、
労
働
強
化
に
刈
す
る
奉
公
人
の
対
抗
策
と

し
て
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ユ
な
ど
を
経
験
さ
せ
九
六
月

五
日
の
金
銭
出
納
簸
に
は
平
民
新
聞
第
三
十
号
を
買

う
・
火
こ
と
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

興
農
園
時
代
に
く
ら
べ
る
と
大
隈
邸
の
生
活
は
、

労
働
条
件
も
よ
く
、
山
冒
長
審
の
機
会
を
与
え
、

社
会
に
対
す
る
意
議
を
目
鬻
さ
せ
る
の
に
大
い
に

役
立
っ
九
と
い
え
る
。

続
出
し
て
い
た
。
山
宣
は
自
分
の
生
活
に
く
ら
べ
て

こ
の
よ
う
に
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
一
力

月
程
し
た
三
月
十
日
頃
か
ら
の
日
記
は
、
東
京
市
霞

値
上
げ
反
対
運
動
に
つ
い
て
の
記
入
、
進
化
論
に
い

つ
て
の
記
入
そ
の
他
で
に
ぎ
や
か
に
な
る
。

コ
ニ
川
十
日
(
士
曜
)
・
・
・
・
・
・
学
校
の
帰
途
古
本
屋
を

素
見
す
、
『
種
の
器
、
一
あ
り
し
所
あ
り
て
ほ
し
か

り
き
0
:
:
:
」

「
三
月
十
一
日
(
日
曜
)
・
・
・
・
・
木
日
午
後
日
比
谷
公

園
に
匙
車
値
上
反
対
第
一
回
市
民
大
会
あ
り
し
が
雨

の
為
来
A
厶
者
少
数
な
り
し
由
・
・
:
・
・
」

コ
ニ
月
十
五
日
(
木
曜
)
・
・
・
・
・
・
本
日
日
比
谷
ハ
ム
園
に

て
社
会
党
主
催
倫
車
値
上
反
対
第
二
回
市
民
大
会

あ
り
、
其
解
散
後
野
次
馬
の
為
蜑
(
街
鉄
)
数
台

破
壊
さ
れ
し
由
な
り
。
・
・
・
・
・
・
本
日
昼
飯
の
際
会
計
長

塩
氏
よ
り
大
倹
約
の
為
巳
む
を
得
ず
来
月
よ
り
給
学

賓
差
止
と
一
哀
さ
れ
九
り
。

「
三
月
十
七
日
(
士
燿
)
・
・
・
・
・
禦
坂
の
馨
店
に

て
『
園
芸
の
友
』
『
社
会
主
義
研
究
』
を
求
め
帰
邸

セ
リ
。
来
月
よ
り
学
校
を
続
く
べ
き
か
否
や
未
だ
決

^
L
^
9
0
:
:
:
^

コ
ニ
月
十
八
日
(
日
曜
)
・
・
・
・
・
暫
時
昨
夜
買
ひ
し
書

等
蠢
師
み
つ
つ
ぁ
る
内
、
.
ツ
バ
ン
の
聞
ゆ
る
何
所

な
ら
ん
か
と
岡
脇
の
一
父
番
に
聞
き
に
h
て
も
わ
か
ら

「
二
剣
十
日
(
士
曜
)
・
・
:
・
・
学
校
よ
り
の
鮎
途
神
保

町
に
て
蕎
麦
二
杯
を
喫
し
た
る
が
夕
卸
過
食
の
般
か

拘
苦
し
く
、
帰
宅
す
る
島
次
隈
し
た
り
、
自
今

買
食
な
ど
慎
し
む
べ
き
な
り
、
殊
に
咋
今
の
如
き
東

北
に
て
は
餓
死
す
る
人
t
ら
あ
る
時
に
。
」

前
坪
東
北
地
方
に
大
凶
作
が
あ
り
餓
死
す
る
者
が

2
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ず
、
今
日
電
車
値
上
反
対
の
社
会
主
義
示
威
運
動
あ

る
筈
に
て
既
に
禁
止
さ
れ
し
由
な
る
が
、
或
は
其
の

催
し
あ
り
て
例
の
焼
打
騒
動
お
っ
ぱ
じ
ま
り
九
る
な

ら
ん
か
と
想
像
せ
り
。
・
・
・
・
・
・
今
日
上
野
に
於
け
る
危

車
値
上
反
対
運
動
は
禁
止
さ
れ
し
が
、
其
に
も
関
ら

ず
多
数
集
り
一
騒
ぎ
あ
り
し
由
な
り
、
愉
快
愉
快
大

い
に
や
る
べ
し
、
蓋
し
市
民
自
身
の
勢
力
を
自
覚
せ

し
な
ら
ん
か
。
」

山
宣
が
市
民
の
勢
力
の
自
覚
と
評
価
し
て
い
る
市

階
値
上
反
対
運
動
と
は
、
東
京
市
の
市
街
・
謡
気
.

諺
車
の
三
鉄
道
が
三
月
一
日
そ
れ
ぞ
れ
三
銭
均
一
だ

つ
た
運
賃
を
共
通
五
銭
均
一
に
値
上
申
請
を
し
た
の

に
反
対
し
て
日
本
社
会
党
(
堺
利
彦
ほ
か
)
と
国
家

社
会
党
(
山
路
愛
山
ほ
か
)
の
共
同
で
は
じ
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
十
一
日
と
十
五
日
に
市
民
大
会
を

開
き
、
十
一
・
十
五
・
十
八
日
デ
モ
は
暴
動
化
し
て

電
鉄
会
社
・
新
聞
社
を
お
そ
い
遣
車
を
破
壊
し
た
。

軍
隊
と
警
官
が
鎮
圧
に
か
り
だ
さ
れ
た
値
上
案
は

二
十
一
一
日
に
却
下
さ
れ
た
の
で
一
応
の
解
決
を
見
た

も
の
で
あ
る
0

ま
た
三
月
十
七
日
山
宣
が
購
読
し
た
『
社
会
主
義

研
究
』
と
は
、
堺
利
彦
編
集
・
発
刊
に
ょ
る
創
刊
号

全
亘
十
五
日
発
刊
)
で
あ
り
、
幸
徳
秋
水
と
堺
利
彦

の
共
訳
に
ょ
る
『
共
産
党
宣
言
』
の
全
訳
が
は
じ
め

て
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
山
宿
ば
社
会
運
動
や
社
会
主
義
思
想

を
吸
収
し
は
じ
め
た
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
将
来
の
生

物
学
者
へ
の
第
一
歩
と
も
い
う
べ
き
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

『
様
の
起
源
』
を
購
読
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

「
三
月
二
十
二
日
(
木
昭
)
・
・
・
・
・
・
夜
憂
公
へ
行
く

途
中
神
田
古
本
屋
に
て
『
種
の
起
源
」
二
円
四
驫

に
^
^
^
〕
。
:
:
・
・
^

コ
ニ
月
二
十
五
日
(
日
曜
)
・
・
・
・
・
・
夜
は
晶
寵
め

『
種
の
起
源
』
を
よ
む
。
・
・
・
・
・
・
」

「
三
月
二
十
六
日
(
月
曜
)
・
・
・
・
・
・
夜
は
玄
関
に
竹
内

氏
・
渡
辺
氏
・
高
崎
氏
・
春
男
君
等
相
集
ま
り
、
始

め
は
養
鴛
な
り
し
が
、
賜
の
種
類
改
良
1
進
化
論

1
生
物
生
器
1
猫
犬
狐
犬
妊
怪
談
と
な
り
思
は
ず

夜
深
し
し
た
り
。
・
・
・
・
・
・
」

英
語
学
校
の
方
は
大
隈
邸
よ
り
の
学
費
支
給
差
止

の
た
め
に
四
河
一
杯
は
中
止
す
る
。
し
か
し
五
月
に

入
っ
て
父
よ
り
「
学
校
の
可
否
は
命
ぜ
ず
思
ふ
が
佳

に
せ
よ
」
と
の
手
紙
が
あ
り
、
父
よ
り
の
経
済
援
助

で
再
び
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
朝
六
時

前
に
起
床
し
日
中
は
園
芸
夜
は
英
語
学
校
と
い
う
生

活
で
は
、
教
会
に
行
く
機
会
を
作
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
期
間
に
万
朝
報
、
太
陽
、
新

人
、
開
拓
者
な
ど
を
手
あ
た
り
次
第
に
読
む
と
い
う

生
活
が
続
い
た
。

「
七
月
一
日
(
日
曜
)
 
1
・
・
・
高
崎
ド
ク
ト
ル
に
内
村

鑑
三
氏
苫
『
基
督
教
徒
の
な
ぐ
さ
め
』
を
貰
ひ
ょ
む

「
不
治
の
病
に
櫂
り
し
時
」
の
所
は
丸
上
蔑
氏
の

事
な
ど
思
ひ
て
い
と
ど
感
深
し
、
読
み
終
ら
ぱ
送
ら

ん
と
欲
す
。
」

「
七
月
二
日
(
月
曜
)
・
・
・
・
・
・
夜
は
玄
関
に
薪
聞
.

早
稲
田
文
学
(
イ
ブ
セ
ン
記
念
号
)
・
巾
央
公
論
.

と
き
の
こ
ゑ
等
よ
む

「
七
月
五
口
(
木
曜
)
・
・
・
・
・
・
近
頃
学
校
行
の
望
み
再

燃
し
始
む
。
正
則
予
備
校
1
青
山
学
校
1
札
幌

農
学
校
1
農
学
士
1
渡
米
等
。
」

L
月
下
旬
に
な
っ
て
友
人
を
誘
っ
て
教
会
に
行
く

時
闇
を
積
極
的
に
見
つ
け
は
じ
め
九
。
教
会
は
日
本

基
督
教
会
倫
士
見
町
教
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
々

の
説
教
の
要
旨
を
日
紀
編
し
て
い
る
。

「
七
司
二
十
二
日
(
日
曜
)
・
・
・
・
・
・
夜
竹
内
君
壽
て

教
会
へ
行
く
、
演
説
者
は
田
川
大
吉
郎
氏
に
て
、
『
青

年
の
意
気
は
消
沈
せ
り
や
と
い
ふ
題
、
往
年
の
学

生
と
比
較
し
て
多
く
の
点
に
於
い
て
意
気
の
消
沈
せ

る
を
見
る
、
若
し
其
言
声
な
り
と
す
る
も
学
生
社
会

の
み
に
あ
わ
ず
、
靜
全
社
会
に
通
ず
る
の
現
象
に

3
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て
、
果
し
て
嘔
実
な
り
と
せ
ぱ
、
之
に
対
す
る
基
督

教
徒
の
責
務
、
男
女
交
際
自
由
論
、
老
輩
の
老
婆
心

は
恰
も
酒
飲
み
が
我
子
に
禁
酒
の
勧
め
を
す
る
が
如

し
と
説
か
れ
、
・
・
:
・
・
」

「
八
月
十
二
日
(
日
曜
)
・
・
・
・
・
・
夜
竹
内
君
と
言
田
士
見

町
教
会
へ
行
く
、
・
・
・
・
・
・
演
説
(
旅
順
役
と
人
道
問
題

1
田
川
大
吉
郎
)
、
演
説
の
要
旨
は
・
・
・
・
・
・
余
輩
ク

リ
チ
ス
十
ン
の
戦
争
及
び
兵
役
に
関
す
る
意
見
は
何

所
迄
も
非
戦
論
を
執
る
べ
き
も
、
万
一
干
戈
に
訴
へ

ざ
る
を
得
ざ
る
時
に
止
む
を
得
ず
兵
役
に
従
ふ
べ
き

者
は
彼
の
十
戒
を
守
る
上
に
更
に
我
財
等
を
捨
て
犠

牲
と
す
べ
き
如
く
国
家
の
為
に
は
我
生
命
を
な
げ
う

ち
て
働
く
べ
し
、
と
な
り
。
」

「
九
月
二
日
(
日
曜
)

士
見
町
教
会
へ
行
く
、

責
任
1
田
川
大
吉
郎
〕
、
其
趣
旨
は
・
・
・
・
・
・
基
督
教

徒
を
俗
人
が
非
難
す
る
言
の
内
に
甘
ん
じ
て
受
く
べ

き
も
の
は
、
其
の
一
つ
は
愚
な
る
も
の
弱
き
も
の
と

見
な
さ
れ
る
こ
と
、
聖
書
に
あ
る
如
く
我
等
は
此
世

に
あ
り
て
は
愚
な
る
も
の
弱
き
も
の
、
其
の
一
つ
は

愛
国
心
薄
し
と
称
さ
る
る
事
・
・
・
・
・
・
此
は
基
督
教
徒
の

如
く
全
世
界
万
国
を
汎
愛
す
る
も
の
は
一
局
部
に
対

す
る
備
の
薄
ら
ぐ
事
の
当
然
な
る
事
・
・
・
・
絶
対
的
に

讃
む
べ
き
現
象
な
ら
ず
共
亦
悪
し
き
事
と
い
ふ
べ
か

一
度
基
督
教
徒
と
な
り
し
後
堪
へ
難
き

ら
ず
、

迫
害
と
悪
の
来
る
も
の
な
れ
ぱ
其
に
対
し
て
充
分

の
覚
悟
あ
ら
ま
ほ
し
、
と
。

こ
の
頃
山
宣
の
晶
に
市
匙
料
金
値
上
反
対
運
動

夜
竹
内
裂
驫
ひ
て
富
の
■
入
が
再
び
見
ら
れ
る
そ
れ
は
、
八
月
一
日
に

演
説
(
甘
ん
ず
べ
き
非
難
と
三
心
鉄
合
併
・
運
賃
値
上
げ
が
認
可
さ
れ
、
九
月
十

一
日
東
京
鉄
道
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

1

十

〒
,

ト

心
に
な
う
た
の
に
抗
ぞ
て
運
動
が
展
開
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
九
月
五
日
(
水
曜
)
・
・
・
・
・
・
今
日
日
比
谷

公
園
に
電
車
値
上
反
対
市
民
大
会
、
本
郷

座
に
演
説
会
あ
り
、
其
余
波
電
車
諸
所
に

て
ブ
チ
コ
ワ
さ
れ
、
勍
中
銀
座
に
て
は
コ

趣
嘩
チ
"
賑
リ
角
N
、
?
、
劇
技
4
1
 
.
『
 
1
部
ワ
シ
方
激
烈
な
り
し
由
」

3
月
Ⅱ
日
付
日
記
の
一
部
「
九
月
七
日
(
金
曜
)
・
・
・
・
・
・
今
夜
も
焼
打

験
 
n
 
,
、
和
"
戴
点
:
氏
＼
八
糊
二
る
椴
、
、
岻
興
;
馴
契
み
R

i
、

つ
ハ
ミ
最
揮
'
、
膿
、
孚
敏
諦
藷
、
・
啄
,
,
'
、
欲
、
、
岬
餓

颪
.
N
J
畍

門
電
唇
'
1
n

贄
〔
,
蝉
、
、
一
二
゛
、
、
・

尓

簣

「
溝
、
斥
封
織
、
*
、
お
^
ー
、
,
气
.
ー
、
小
1
中
一
コ
か
'
、
今
隼
リ

ψ
え
^
歩
^
,
^
劃
、
^
Υ
~
趣

晦
身

゛

一
へ
と
等
、
、
純
州
,

「
0
 
"

伽

騒
動
あ
り
し
様
子
に
て
、
電
車
も
八
時
頃
よ
り
通
ら

ざ
り
き
。
」

「
九
月
八
日
(
土
曜
)
・
・
・
・
・
・
外
濠
線
駿
河
台
の
危
車

に
今
夜
大
勢
押
寄
せ
六
り
し
由
、
其
に
て
か
今
夜
は

昨
夜
よ
り
更
に
早
く
七
時
半
頃
運
転
休
止
せ
り
。
」

「
九
月
十
一
日
(
火
曜
)
・
・
・
・
・
・
今
日
は
階
鉄
総
会
及

値
上
反
対
市
民
大
会
あ
り
、
焼
打
唾
動
あ
る
ぺ
く
予

期
せ
ら
れ
し
も
軍
隊
を
繰
出
し
鎮
圧
せ
し
故
、
串

な
く
す
め
り
、
途
上
乘
馬
騎
兵
の
迪
遥
せ
る
あ
り

き
。
」し
か
し
、
こ
の
運
動
は
参
加
団
体
が
内
部
分
裂
し
、

結
局
は
押
し
き
ら
れ
て
値
上
が
実
施
さ
れ
九
。

九
月
十
五
日
の
日
栗
ら
当
時
の
山
宣
の
自
分
の

信
仰
に
つ
い
て
の
評
価
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
九
月
十
五
日
(
土
曜
)
・
・
・
・
・
・
当
ナ
校
の
帰
途
牛
込
見

附
内
に
て
救
世
軍
の
路
傍
伝
道
せ
る
に
あ
ひ
傍
聴
せ

り
。
勧
告
者
及
祈
蕭
者
の
愁
な
る
態
度
或
は
滑
稽

の
感
な
き
に
あ
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
果
し
て
衷
心
よ

り
か
か
る
な
る
べ
き
か
、
さ
あ
ら
ん
に
は
神
恵
を
深

く
被
れ
る
な
る
べ
し
。
さ
は
れ
余
は
熱
く
も
あ
ら
ず

冷
か
な
ら
ざ
る
偽
善
者
な
る
哉
。
神
よ
余
の
ぬ
る
き

心
に
恵
を
与
へ
給
ふ
て
憙
幼
子
の
如
き
へ
り
く
だ

れ
る
心
を
持
た
し
め
た
ま
は
ら
ん
事
を
。
・
・
・
・
・
・
」

(羊人特)
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才
圦
1
^
日
与
ゆ
 
4
 
獣
＼

壷
夙
が
ノ
サ
'
安
1
4
 
寺
叫

"
隠
 
A
'
~
小
1
 
X

、

マ

ー
ノ
ゞ
{

山
ノ
,
{

才

ん

/

t

籍
傭
f
1
顕
一

(
修
師
へ
会
拠

能
抱
壷

血
、

凡
D
 
ゆ

丈
J

み
μ
大
へ
、
小
父
~

、

窒
J

'

f
廿
怖
一
、
゛
M
 
詐

少
上

4

し
て
お
く
事
と
決
し
た
り
、
:
:
・
・
」

そ
の
後
山
宣
は
、
当
時
旅
館
ら
し
く
な
り
か
け
て

い
た
浮
舟
園
の
手
伝
を
や
り
な
が
ら
、
園
芸
と
養
鶏

の
実
地
研
究
を
本
格
的
に
は
じ
め
た
。
こ
の
年
末
か

ら
年
始
に
か
け
て
『
種
の
起
源
」
を
て
い
ね
い
に
読

ん
で
い
る
こ
と
が
日
記
に
み
ら
れ
る
。

一
九
0
七
年
(
明
治
四
十
年
)
三
月
、
結
婚
の
九

め
帰
国
し
て
い
た
袈
戚
の
石
原
氏
よ
り
、
山
宣
に
渡

米
の
話
が
持
ち
こ
ま
れ
九
。

三
一
月
二
日
全
曜
)
朝
父
上
よ
り
書
状
。
石
原
氏

の
勧
告
に
よ
り
宣
治
の
渡
米
考
ふ
ぺ
し
、
花
園
業
に

四
五
百
円
も
投
資
す
る
と
思
ひ
渡
米
せ
し
む
べ
し
、

四
月
石
原
氏
再
渡
米
の
節
に
同
伴
を
請
ふ
て
は
如

何
、
云
々
。
非
常
に
篇
の
仰
せ
な
り
。
カ
リ
ホ
ル

ニ
ャ
は
排
日
運
動
盛
ん
に
し
て
移
民
禁
止
法
も
通
過

せ
し
今
日
な
れ
ぱ
、
晩
香
披
は
否
な
ど
と
ゼ
イ
タ
ク

は
云
は
れ
ず
、
飛
立
つ
ぱ
か
り
悦
ぱ
し
、

こ
の
話
が
実
現
し
て
、
山
宣
は
四
月
二
十
七
日
神

戸
発
の
常
盤
丸
に
て
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
向

゛
＼ノ

つ
九
。
以
後
五
年
間
カ
ナ
ダ
で
の
労
働
者
と
し
て
の

生
活
、
苦
学
生
と
し
て
の
生
活
が
は
じ
ま
る
。

(
杖
友
・
人
女
科
学
研
究
所
嘱
託
)

匁
1
 
、
あ

こ
の
少
し
前
よ
り
山
宣
は
健
康
を
そ
こ
な
い
家
に

相
談
を
し
た
。
そ
の
た
め
九
月
二
十
一
日
母
が
上
京

す
る
。

「
九
月
二
十
一
日
(
金
曜
)
・
・
・
・
・
・
母
上
の
顔
見
て
は

悲
し
く
な
け
れ
ど
何
と
な
く
は
ふ
り
お
つ
る
涙
、
ソ

ン
ナ
こ
と
で
は
中
々
米
国
へ
は
行
け
ず
と
云
は
れ
た

り
、
最
も
余
東
上
以
来
涙
を
垂
れ
し
は
始
め
て
な
り
、

四
方
山
の
話
し
、
余
の
健
康
に
つ
い
て
其
は
単
に
神

経
の
み
に
て
医
師
に
見
て
貰
ふ
ょ
り
は
一
ケ
月
程
暇

を
貰
ひ
、
鎌
倉
の
建
長
寺
へ
で
も
行
っ
て
養
生
し
来

る
方
が
よ
か
ら
ん
と
云
は
れ
、
其
事
に
決
し
・
・
:
・
・
」

翌
二
十
二
日
大
隈
邸
に
暇
を
乞
い
、
十
月
初
め
ま

で
鎌
倉
で
休
養
生
活
を
六
く
っ
九
。

そ
の
時
に
大
隈
邸
時
代
を
回
顧
し
て

い
る
。

「
十
月
二
日
(
火
曜
Y
・
:
・
・
日
記
を
読

み
し
が
、
早
稲
田
邸
の
厄
介
と
な
り

し
事
二
百
四
十
五
日
の
内
、
蘭
洗
い

し
た
日
が
百
三
十
四
日
、
鶏
舎
勤
務

二
十
一
日
、
袋
掛
け
二
十
四
日
、
説

明
は
七
・
八
日
、
小
使
に
五
十
六
円

い

の
大
金
を
両
親
よ
り
貰
ひ
、
其
他
五

円
二
銭
は
中
元
祝
儀
及
び
西
洋
人
案
内
等
に
よ
り
入

手
せ
り
。
」

十
月
五
日
母
よ
り
「
相
談
す
べ
き
事
も
あ
れ
ぱ
、

兎
も
角
宇
治
へ
帰
る
べ
し
」
と
の
手
紙
を
受
取
り
、

翌
六
日
宇
治
に
帰
る
。

「
十
月
六
日
(
士
曜
)
・
・
:
・
<
X
上
母
上
と
あ
づ
ま
や

叔
母
上
と
共
に
余
の
将
来
に
付
て
相
談
す
。
余
の
意

見
も
父
母
の
も
殆
ん
ど
同
じ
く
、
要
す
る
に
何
時
ま

で
も
大
隈
邸
の
居
候
で
、
う
ち
ょ
り
莫
大
の
小
使
貰

て
そ
れ
で
蘭
の
葉
洗
ば
か
り
し
て
お
っ
九
所
で
始
ま

ら
ず
、
亦
胃
病
に
な
っ
九
所
が
つ
ま
ら
ね
ぱ
、
そ
れ

よ
り
矢
張
家
に
あ
り
て
己
が
思
ふ
が
ま
ま
に
実
地
研

究
し
見
ん
こ
と
こ
そ
よ
か
る
べ
し
、
尚
熟
考
す
る
事

と
し
、
早
稲
田
の
方
へ
今
一
ケ
月
余
り
其
の
ま
ま
に
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